
1
令

和
３

年
1
0
月

号
N
o
.3

0
5

ひ
が

し
い

ず
議

会
だ

よ
り

ひがしいずひがしいず

議会だより議会だより
2021No.305

10月号

議会HP

・・・・・・・2 〜 3

・・・・4 〜 5

・・・・・・・・・・・・・・・・・6 〜 10
・・・・・・・・・・10 〜 11
・・・・・・・・・・・・・12

さらなる行財政改革を
一般会計補正予算他を可決
一般質問
常任委員会活動報告
かがやくまちのひとP12で取り組みを紹介

未来のスペシャリストを目指して



2令和３年10月号 No.305 ひがしいず議会だより

決 算 審 議

さ ら な る 行 財 政 改 革 を

　熱川郵便局への窓口業務の委託は、支所
の存続を決め、近くにコンビニエンススト
アもある中で、利用も極めて低く二重投資
となるので見直しを行うこと。

　健康増進事業と介護予防事業は、財源
的・人的双方の側面から厳しい状況では
あるが、関連部署と効率的かつ効果的な
連携により、町民の健康寿命の改善にこ
れまで以上に寄与できるよう、組織・体
制の強化を図られたい。

会計の種類 歳　入 歳　出

一 般 会 計 72億780万円 67億9,976万円

特　

別　

会　

計

国民健康保険 17億6,146万円 17億4,040万円

後期高齢者医療 1億9,935万円 1億9,898万円

介護保険 13億1,828万円 12億6,195万円

稲取財産区 71万円 66万円

風力発電事業 2,044万円 1,750万円

幼児教育アドバイザー
共同設置事業

227万円 216万円

水道事業 4億3,481万円 4億2,368万円

　　　　　

会計別決算額

町で行っている健康増進事業の様子 窓口業務の委託を受けている熱川郵便局

出の監査委員を除く11名の議員で構成する決算審査特別委員会に付託し、 
しました。

令和２年度

決算
認定

町民のさらなる健康
増進向上を

提言
4

業務委託の見直しを提言
5
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決算審査
特別委員会

意見を付して決算を認定

さ ら な る 行 財 政 改 革 を

白線などが消えている町道 行政のPDCAサイクル

財政運営の改善・見直しを提言
１

　補助事業について、町が補助すべき事業か、費用に見合う効果が得られているのか、他
でも対応できるのかなど妥当性、有効性、効率性などの視点から事業を検証し、財政状況
に見合った補助金支出とされたい。

補助金等の推移と決算に対する割合
補 助 費 等 補助費等 / 歳出

平成28年度 147,815万円 28.6％

平成29年度 139,447万円 27.9％

平成30年度 132,697万円 26.2％

令和元年度 126,471万円 23.8％

令和２年度 266,944万円 39.3％

※令和 2 年度は特別定額給付金（119,560 万円）を含む

　９月定例会で提出された令和２年度一般会計・特別会計の決算は、議員選
５日間にわたり審議しました。審議の結果、以下の意見を付して決算を認定

　道路、学校、観光、公園などの施設に
おいても、維持管理が不十分な箇所が見
られる。維持修繕費の削減で、本来の機
能が失われつつある施設が増加している
ことから、厳しい財政下でも適正な維持
管理をされたい。

適切な施設管理を提言
2

　事業の執行について、主要施策の成果説
明書に、昨年度と同様の記載内容が見受け
られる。厳しい財政状況のもと、ＰＤＣＡ
サイクルによる分析・検証を行い、事務事
業の廃止や改善を実施されたい。

さらなる事業検証を提言
3
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定 例 会

　　　９月
定例会

一 般 会 計 補 正 予 算 他 を 可 決
　令和３年第３回定例会は、９月７日から28日までの 22日間の日程
で開かれ、令和２年度一般会計・特別会計の決算をはじめ、条例改正３
件、補正予算９件、決算審査８件などが提案され、審議の結果、すべて
原案のとおり可決されました。一般質問は１人60分以内とし、９人の
議員が登壇しました。（６ページ参照）

　新型コロナウイルス感染症に
よる影響が長期化する中で、低
所得の子育て世帯に対し、その
実情を踏まえた生活の支援を行
う観点から、給付金を支給して
いる。

故障した３号井戸。故障期間中は給水車にて対応

　３号井戸の水中ポンプに
故障が生じ、一部給水がで
きなくなったため、修繕を
行う。

900万円

３号井戸ポンプ修繕工事1Pickup

775万円

子育て世帯生活支援特別給付金2Pickup

支給対象
児童扶養手当を受給するひ
とり親世帯または住民税非
課税の子育て世帯
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議　案　名 採決 
結果

掲
載
ペ
ー
ジ

楠
山
節
雄

笠
井
政
明

稲
葉
義
仁

※

栗
原
京
子

西
塚
孝
男

須
佐　

衛

村
木　

脩

内
山
愼
一

藤
井
葊
明

鈴
木　

勉

定
井
利
子

山
田
直
志

条例の一部改正

議案第37号 廃棄物処理及び清掃に関する条例の一部
改正 可決（10：1） － ○ 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

専決承認第６号 個人情報保護条例の一部改正 可決（11：0） － 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

専決承認第７号 手数料徴収条例の一部改正 可決（11：0） － 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

補正予算

専決承認第 4 号 令和３年度一般会計補正予算（第 3 号） 可決（11：0） P4 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

専決承認第 5 号 令和３年度一般会計補正予算（第 4 号） 可決（11：0） － 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第38号 令和 3 年度一般会計補正予算（第 5 号） 可決（11：0） － 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第39号 令和 3 年度国民健康保険特別会計補正
予算 可決（11：0） － 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第40号 令和 3 年度後期高齢者医療特別会計補
正予算 可決（11：0） － 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第41号 令和 3 年度介護保険特別会計補正予算 可決（11：0） － 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第42号 令和 3 年度風力発電事業特別会計補正
予算 可決（11：0） － 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第43号 令和 3 年度水道会計補正予算（第 2 号） 可決（11：0） － 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第52号 令和 3 年水道会計補正予算（第３号） 可決（11：0） P4 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

決算審査

議案第44号 令和 2 年度一般会計歳入歳出決算認定 可決（11：0） P2~3 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第45号 令和 2 年度国民健康保険特別会計歳入
歳出決算認定 可決（11：0） P2~3 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第46号 令和 2 年度後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算認定 可決（11：0） P2~3 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第47号 令和 2 年度介護保険特別会計歳入歳出
決算認定 可決（11：0） P2~3 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第48号 令和 2 年度稲取財産区特別会計歳入歳
出決算認定 可決（11：0） P2~3 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第49号 令和 2 年度風力発電事業特別会計歳入
歳出決算認定 可決（11：0） P2~3 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第50号 令和 2 年度幼児教育アドバイザー共同
設置事業特別会計歳入歳出決算認定 可決（11：0） P2~3 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第51号 令和 2 年度水道事業会計決算認定 可決（11：0） P2~3 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員発議

意見書案第 2 号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し
地方税財源の充実を求める意見書 可決（11：0） － 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

意見書案第 3 号 地域経済の存続への支援を求める意見書 可決（11：0） － 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

意見書案第 4 号 地域経済の存続への支援を求める意見書 可決（11：0） － 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇賛成　×反対　
※議長は採決に加わらない

意見書

意見書については東伊豆町ホームページにて掲載 

https://www.town.higashiizu.shizuoka.jp/ 

ホーム＞町政・議会＞陳情・要望＞意見書・決議書

９月定例会の議案と各議員の 賛 否
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一 般 質 問

鈴
すず

木
き

　勉
つとむ

議員

Ｑ

Ａ
バスの停車位置が危険では
各関係者と協議する

人も車も注意しましょう

　
　

稲
取
い
き
い
き
セ
ン

タ
ー
前
は
バ
ス
が
横
断
歩
道

の
上
に
止
ま
り
危
険
で
は
な

い
か
。

　
　
バ
ス
停
留
所
の
安
全
確

保
対
策
と
し
て
住
民
の
利
便

性
を
確
保
し
つ
つ
、
横
断
者

等
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め

道
路
管
理
者
、下
田
警
察
署
、

バ
ス
事
業
者
と
協
議
す
る
。

　
　
稲
取
高
校
正
門
前
交
差

点
に
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
案

内
看
板
を
設
置
で
き
な
い
か
。 　

　
交
通
規
制
を
示
す
標
識

や
標
示
の
視
認
性
が
確
保
さ

れ
て
お
り
、
看
板
の
設
置
は

考
え
て
い
な
い
。

　
　
唐
沢
の
信
号
機
か
ら
稲

取
高
校
に
上
っ
て
く
る
道
路

左
側
フ
ェ
ン
ス
に
一
旦
停
止

を
守
る
案
内
看
板
を
設
置
で

き
な
い
か
。

　
　
設
置
が
で
き
る
か
検
討

す
る
。

ＱＱ

Ａ

Ａ

ＱＡ

楠
くす

山
やま

　節
せつ

雄
お

議員

Ｑ

Ａ
農家の継承をどうお考えか
所得が確保されていないことが課題

そのほかの

質 問

素晴らしく手入れがされている
果樹園

　
　
今
後
が
心
配
な
後
継
者

の
い
な
い
農
家
数
は
。

　
　
一
定
規
模
を
有
す
る
農

家
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
１
７
５
戸
の
う
ち
１
３
４

戸
に
な
る
。

　
　
専
業
農
家
の
中
で
は
品

評
会
で
も
金
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
素
晴
ら
し
い
経
営
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
耕

作
放
棄
地
へ
の
移
行
は
阻
止

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
が
。

　
　
農
地
の
継
承
の
一
つ
と

し
て
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
実
現
化
の
た
め
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
農
家
の
聞
き
取
り
や

協
議
を
行
い
、
移
譲
の
可
能

性
を
模
索
し
て
い
て
、
今
後

は
柑
橘
農
家
等
へ
の
拡
大
を

図
る
。

　
　
後
継
者
が
い
な
い
農
業

者
の
多
く
は
高
齢
化
が
進

み
、
当
事
者
も
含
め
関
係
者

で
一
刻
も
早
く
対
応
を
図
る

べ
き
で
は
。

　
　
地
道
な
取
り
組
み
を
関

係
機
関
と
連
携
を
し
な
が
ら

実
施
し
て
い
く
。

ＱＱ

Ａ

Ａ

ＱＡ

来
年
実
施
の
町
長
選
挙
立
候
補

の
お
考
え
は

Ｑ
今
や
る
べ
き
こ
と
に
全
力
で
取

り
組
む

Ａ
給
食
へ
の
キ
ン
メ
活
用
は

Ｑ
漁
協
と
も
協
議
し
て
い
く

Ａ
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ここが聞きたいここが聞きたい

栗
くり

原
はら

　京
きょう

子
こ

議員

より充実した幼稚園に

Ｑ

Ａ
幼稚園の給食提供を早急に
試食会を行い問題点を解消しながら進める

内
うち

山
やま

　愼
しん

一
いち

議員

社会教育係の移転を検討

Ｑ

Ａ
社会教育係の熱川支所への移転は
危機管理強化のため

Ａ

　
　
幼
稚
園
の
統
合
に
向
け

た
委
員
会
の
進
捗
は
。

　
　
今
年
中
に
答
申
を
い
た

だ
く
。

　
　

統
合
と
な
っ
た
場
合
、

教
員
の
配
置
に
余
裕
が
で
き

れ
ば
、
保
育
時
間(

８
時
30

分
～
17
時)

の
延
長
も
可
能

か
。

　
　
臨
機
応
変
な
勤
務
体
制

に
よ
り
可
能
性
は
あ
る
と
考

え
る
。

　
　
統
合
に
よ
る
寂
し
さ
を

感
じ
な
い
よ
う
な
、
よ
り
充

実
し
た
素
晴
ら
し
い
幼
稚
園

と
な
る
よ
う
検
討
し
て
ほ
し

い
。

　
　
そ
う
な
る
よ
う
検
討
す

る
。

　
　

給
食
提
供
に
つ
い
て

は
、
交
流
の
機
会
を
増
や
し

な
が
ら
週
に
１
～
２
回
給
食

の
日
を
設
け
る
な
ど
、
ス
タ

ー
ト
の
仕
方
で
、
早
急
に
開

始
で
き
る
の
で
は
。

　
　
問
題
点
を
解
消
し
な
が

ら
、
ま
ず
は
試
験
的
に
行
っ

て
い
き
た
い
。

　
　
給
食
の
提
供
は
以
前
か

ら
保
護
者
の
強
い
要
望
で
あ

る
。
子
育
て
支
援
と
い
う
視

点
で
早
急
に
お
願
い
し
た

い
。

　
　

統
合
を
待
た
ず
と
も
、

前
倒
し
で
実
施
で
き
れ
ば
と

考
え
る
。
保
護
者
の
気
持
ち

に
寄
り
添
え
る
よ
う
進
め
て

い
き
た
い
。

ＱＡ ＱＡ

ＱＡＱＡ

Ｑ

　
　
教
育
委
員
会
事
務
局
社

会
教
育
係
の
熱
川
支
所
移
転

が
唐
突
に
発
表
さ
れ
た
が
、

そ
の
理
由
は
。

　
　
職
員
の
分
散
に
よ
り
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
、
熱
川

地
区
に
お
け
る
災
害
時
の
初

動
体
制
強
化
、
移
転
に
よ
る

支
所
の
職
員
の
削
減
を
図
る

も
の
。

　
　

移
転
に
関
係
す
る
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
福
祉
団
体

等
に
相
談
や
意
見
を
聞
い
た

か
。
予
算
が
伴
わ
な
い
組
織

の
改
変
は
議
会
の
議
決
が
必

要
な
い
の
で
安
易
に
考
え
て

い
な
い
か
。
学
校
教
育
係
が

庁
舎
で
社
会
教
育
係
が
熱
川

支
所
で
運
営
に
支
障
が
で
な

い
か
。

　
　
社
会
教
育
係
の
移
転
に

よ
る
大
き
な
デ
メ
リ
ッ
ト
は

な
い
と
考
え
る
。
支
所
の
人

員
削
減
分
の
軽
減
に
も
つ
な

が
る
。
町
民
や
関
係
団
体
、

議
会
に
も
こ
れ
か
ら
説
明
し

て
、理
解
を
し
て
い
た
だ
く
。

ＱＱ Ａ

Ａ

そのほかの

質 問

事
業
継
承
化
支
援
金
の
再
支
給

の
考
え
は

Ｑ
現
時
点
で
の
予
算
化
は
考
え
て

い
な
い

Ａ
入
湯
税
の
引
き
上
げ
の
時
期
と

そ
の
使
途
は

Ｑ
そ
の
時
期
で
は
な
い
と
考
え
て

い
る

Ａ
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一 般 質 問

笠
かさ

井
い

　政
まさ

明
あき

議員

この上に大きな風車が

藤
ふじ

井
い

　廣
ひろ

明
あき

議員

Ｑ

Ａ
風力発電施設を撤去する考えは
民間への譲渡ができない場合は町で撤去

Ｑ

Ａ
部活動の見直しは
検討したが文化部の設置を含め難しい

な
意
見
を
聞
き
進
め
て
き

た
。

　
　
部
活
動
に
選
択
肢
が
少

な
い
と
の
声
が
多
い
が
。

　
　
部
活
動
の
選
択
肢
が
少

な
い
こ
と
に
関
し
て
は
、
校

内
部
活
動
検
討
委
員
会
に
諮

か
っ
て
検
討
を
お
願
い
し
た

が
現
状
の
生
徒
数
、
職
員
数

を
鑑
み
た
と
き
、
選
択
肢
を

増
や
す
こ
と
に
関
し
て
は
難

し
い
と
い
う
回
答
を
い
た
だ

い
た
。

　
　
小
中
一
貫
校
に
つ
い
て

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
現
在
ま
で
に
説
明
会
を

保
護
者
、
一
般
向
け
と
計
４

回
行
っ
て
き
た
。
今
後
も
保

護
者
が
学
校
に
集
ま
る
タ
イ

ミ
ン
グ
な
ど
で
個
別
説
明
会

を
計
画
し
て
い
る
。
説
明
会

に
て
理
解
を
求
め
な
が
ら
い

た
だ
い
た
意
見
を
尊
重
し
生

か
し
て
い
く
。
来
年
度
か
ら

小
中
一
貫
教
育
準
備
会
を
立

ち
上
げ
具
体
的
な
検
討
を
し

て
い
く
。

　
　
小
学
校
、
中
学
校
そ
れ

ぞ
れ
の
合
併
を
望
む
声
も
あ

る
が
、
小
中
一
貫
校
に
な
っ

た
経
緯
は
。

　
　
小
中
一
貫
教
育
研
究
会

よ
り
両
地
区
に
施
設
一
体
型

の
小
中
一
貫
校
を
設
置
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
提
言

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
様
々

Ａ

ＱＡ

ＱＱ Ａ

文教厚生常任委員会のアンケート
回答から一般質問へ

そのほかの

質 問

町
営
風
力
事
業
の
検
証
に
つ
い

て
説
明
会
の
検
討
は

Ｑ
事
業
継
承
予
定
企
業
が
行
う
予

定
と
な
っ
て
い
る

Ａ

そのほかの

質 問

当
町
の
残
土
処
理
に
関
す
る
法

的
な
対
策
は

Ｑ
条
例
を
検
討
し
て
い
る
県
の
動

向
を
注
視
す
る

Ａ

　
　
町
は
撤
去
を
条
件
に
譲

渡
す
る
と
し
て
い
る
が
、
そ

の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

は
。

　
　
概
算
で
解
体
費
１
億
２

千
万
円
を
町
が
負
担
す
る
必

要
が
無
く
な
る
。
ま
た
固
定

資
産
税
が
入
る
ほ
か
、
工
事

に
よ
る
町
内
経
済
へ
の
効
果

も
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
地

球
温
暖
化
防
止
の
啓
発
事
業

も
継
続
で
き
る
。
デ
メ
リ
ッ

ト
は
風
車
か
ら
の
騒
音
や
影

な
ど
の
問
題
で
、
予
想
外
の

事
態
が
生
じ
る
可
能
性
を
１

０
０
％
排
除
で
き
な
い
点
が

あ
げ
ら
れ
る
。

　
　

近
隣
の
施
設
や
片
瀬
・

白
田
地
区
住
民
に
騒
音
や
低

周
波
音
被
害
が
発
生
す
る
の

で
は
。
ま
た
将
来
こ
の
会
社

が
倒
産
し
た
場
合
、
風
車
が

残
さ
れ
る
の
で
は
。

　
　
撤
去
費
を
積
立
て
る
と

い
う
の
で
心
配
は
な
い
。

　
　
相
手
会
社
の
登
記
簿
謄

本
、
役
員
名
簿
、
決
算
書
な

ど
を
い
た
だ
い
て
い
な
い
そ

う
で
す
が
、
ど
ん
な
会
社
な

の
か
。

　
　
会
社
の
決
算
書
を
詳
し

く
調
査
し
た
こ
と
は
な
い
。

地
熱
や
太
陽
光
発
電
な
ど
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
売
電
を
主

事
業
と
す
る
会
社
で
あ
る
。

ＱＡ

ＱＡＱＡ
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ここが聞きたいここが聞きたい

西
にし

塚
づか

　孝
たか

男
お

議員

業種ごとにわかりやすい
リストに

Ｑ

Ａ
世帯ではなく住民ごとに販売しては
検討してみたい

山
やま

田
だ

　直
なお

志
し

議員

〜分ければ資源、混ぜればごみ〜
ごみの分別に心がけましょう

Ｑ

Ａ
減量化とリサイクル率目標の設定を
目標の設定は重要と考える

　
　
地
域
商
品
券
の
売
れ
行

き
は
。

　
　
前
回
は
２
７
０
８
世
帯

で
今
回
は
２
３
９
５
世
帯
、

マ
イ
ナ
ス
３
１
３
世
帯
で
あ

る
。

　
　
商
品
券
の
使
え
る
店
舗

の
告
知
は
。

　
　
販
売
時
の
チ
ラ
シ
と
、

商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
。

　
　
チ
ラ
シ
を
見
て
も
店
名

が
50
音
順
に
並
ん
で
い
る
だ

け
で
、
何
を
売
っ
て
い
る
の

か
わ
か
ら
な
い
。
飲
食
店
・

洋
品
店
・
そ
の
他
と
業
種
別

に
並
べ
替
え
た
ら
ど
う
か
。

　
　
大
変
良
い
こ
と
だ
と
思

う
の
で
考
え
て
み
た
い
。

　
　
商
品
券
に
つ
い
て
町
民

の
声
は
届
い
て
い
る
か
。

　
　
商
工
会
に
よ
る
と
、「
一

世
帯
の
上
限
金
額
が
少
な

い
」「
住
民
一
人
に
対
し
て

販
売
し
て
ほ
し
い
」「
新
聞・

回
覧
板
・
町
の
メ
ー
ル
を
見

な
い
の
で
知
ら
な
か
っ
た
」

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
商
店
の
人
た
ち
が
、
消

防
団
や
観
光
協
会
で
活
躍
し

て
頑
張
っ
て
い
る
店
で
買
い

物
を
し
て
、
町
内
経
済
を
盛

り
上
げ
る
た
め
に
あ
る
商
品

券
な
の
で
、
一
世
帯
一
セ
ッ

ト
で
は
な
く
、
住
民
一
人
一

人
に
販
売
し
て
は
。

　
　

町
と
し
て
も
考
え
た

い
。

Ａ

ＱＡ ＡＱＡ

ＱＡＱＱ

　
　
来
年
４
月
よ
り
ご
み
の

有
料
化
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
ご
み
を
有
料
化
に

す
る
こ
と
だ
け
で
ご
み
は
減

る
の
か
。

　
　
有
料
化
す
れ
ば
確
か
に

減
る
と
思
う
。
原
点
は
ご
み

の
減
量
化
だ
が
、
有
料
化
は

国
か
ら
の
指
導
で
も
あ
り
、

ま
ず
こ
れ
を
ク
リ
ア
し
た

い
。

　
　
説
明
会
資
料
で
は
、
町

の
ご
み
の
現
状
や
町
民
の
皆

さ
ん
に
何
を
協
力
し
て
も
ら

う
の
か
も
明
確
で
は
な
い
。

ま
ず
、
ご
み
の
減
量
化
と
リ

サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
に
は
目

標
の
設
定
が
必
要
。
ま
た
、

ど
う
い
う
分
け
方
出
し
方
が

必
要
か
町
民
へ
の
啓
蒙
活
動

が
大
事
だ
。
こ
れ
を
行
政
の

責
任
で
し
っ
か
り
や
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
確
か
に
目
標
の
設
定
は

大
事
だ
。
町
の
冊
子
は
字
ば

か
り
な
の
で
、
分
か
り
や
す

い
も
の
に
改
定
す
る
こ
と
も

考
え
た
い
。

　
　
今
年
１
月
に
変
更
さ
れ

た
東
河
地
域
循
環
型
社
会
形

成
推
進
地
域
計
画
で
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
率
の
目
標
値
が
設

定
さ
れ
て
い
な
い
。
家
庭
ご

み
の
排
出
量
も
12
％
減
程
度

の
計
画
で
あ
る
。
本
気
で
目

標
を
設
定
す
る
な
ら
こ
の
計

画
の
内
容
も
見
直
し
が
必
要

で
は
。

　
　
河
津
町
と
検
討
し
、
よ

り
良
い
も
の
に
し
て
い
き
た

い
。

Ａ

ＱＡ

ＡＱ

Ｑ
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一 般 質 問

須
す

佐
さ

　衛
まもる

議員

Ｑ

Ａ
町内に盛り土は何箇所あるのか
届出が２件、未届案件が１件ある

　
　
盛
り
土
に
つ
い
て
適
切

に
事
務
処
理
が
さ
れ
て
い
る

か
。

　
　
未
届
案
件
に
つ
い
て
は

改
善
計
画
書
の
提
出
を
求
め

指
導
し
て
い
る
。

　
　
町
内
に
砂
防
堰え

ん

堤
は
い

く
つ
あ
る
の
か
。

　
　
県
の
維
持
管
理
堰え

ん

堤
が

27
箇
所
あ
る
。

　
　
土
砂
や
流
木
で
危
険
度

が
増
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
よ
う
だ
が
、
日
ご
ろ
の
点

検
業
務
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

　
　
平
成
30
年
度
ま
で
は
年

１
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
た
が
、
現
在
は
施
設

Ａ ＱＱ ＡＡ Ｑ

－文教厚生常任委員会 － －総務経済常任委員会 －
〔小中学校保護者へのオンラインアンケート調査〕
・対象　：　稲取、熱川の小中学校の保護者
・内容　：　小中一貫校について
　　　　　　　　( 選択式８問　自由記述１問 )
・期間　：　配布開始（7 月21日～８月５日）
・結果　：　回答総数242件　自由記述37件

〔未就学児保護者へのオンラインアンケート調査〕
・対象　：　保育園・幼稚園通園中の保護者
・内容　：　幼児教育について
　　　　　　　　( 選択式７問　自由記述１問 )
・期間　：　配布開始（７月21日～８月５日）
・結果　：　回答総数158件　自由記述36件

〔宿泊・観光事業者への訪問調査〕
・対象　：　宿泊施設17件　観光施設３件
・内容　：　事業の状況について
　　　　　　　　( 設問３問　その他 )
・期間　：　配布開始（７月５日～７月９日）

〔事業者へのアンケート調査〕
・対象　：　事業者50件
・内容　：　事業の状況について
　　　　　　　　( 設問４問　その他 )
・期間　：　配布開始（８月25日～９月13日）
・結果　：　配布50件　回収46件

常  任  委  員  会　  活  動  報  告

　総務経済・文教厚生の両常任委員会では、町が現在抱え
ている課題について、担当分野における調査を行いました。
　詳しい調査結果は議会ホームページに掲載しましたので、
ご覧ください。( 右の QR コードよりアクセスできます )

報告書は
こちら

そのほかの

質 問

プ
ラ
容
器
等
、
リ
サ
イ
ク
ル
を

よ
り
細
分
化
で
き
な
い
か

Ｑ
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
確
保
と
処

理
費
用
が
課
題

Ａ

の
健
全
度
を
設
定
し
、
点
検

頻
度
を
変
え
た
中
で
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
最
新
の
警
戒
区
域
を
表

示
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
は
。

　
　
来
年
度
作
成
を
予
定
し

て
い
る
。

　
　
５
月
20
日
に
改
正
さ
れ

た
避
難
に
つ
い
て
の
警
戒
情

報
の
周
知
は
な
さ
れ
た
か
。

　
　
自
主
防
災
会
役
員
へ
の

周
知
と
住
民
に
は
回
覧
に
よ

り
行
っ
た
。

　
　
小
学
校
の
避
難
所
開
設

の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
。

　
　
警
戒
レ
ベ
ル
３
で
開
設

す
る
。　
　

ＱＡ変更された避難情報 ＱＡＱＡ
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常 任 委 員 会

興味がない
3％

知っていた
83％

知らなかった
14％

興味がない
3％

知っていた
83％

知らなかった
14％

知っていた
29％

知らなかった
71％

知っていた
29％

知らなかった
71％

100

111

115

学校間の連携強化

部活動の連携強化

通学路と時間短縮

20

45

92

親の負担減

イベント交流

給食の提供

　

総
務
経
済
常
任
委
員
会
で

は
、
訪
問
に
よ
る
調
査
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
緊
急
事
態

宣
言
の
発
出
に
よ
り
一
部
は
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
行
い
ま

し
た
。「
50
％
以
上
の
売
り
上

げ
減
少
」「
協
力
金
の
出
る
人

出
な
い
人
と
不
公
平
だ
」
な
ど

の
声
を
検
討
し
て
、
国
と
静
岡

県
に
対
す
る
意
見
書
に
ま
と

め
、
提
出
し
ま
し
た
。

「
影
響
を
受
け
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
支
援
の
無
い
人
の
対

策
」「
協
力
金
や
補
助
金
の
制

度
を
知
ら
な
か
っ
た
人
が
数
多

く
い
た
こ
と
」「
多
く
の
人
が

観
光
基
盤
の
整
備
を
進
め
て
ほ

し
い
と
の
要
望
」「
観
光
宣
伝

の
あ
り
方
も
見
直
し
て
」
な
ど

の
声
を
も
と
に
、
町
へ
の
要
望

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

国への意見書
①持続化給付金の再給付及び支給基準の緩和をただちに

実施されたい。
②中小零細業者への抜本的支援を求める。
③政府系金融機関の無利子無担保融資については、新型

コロナウイルスが完全に終息するまで返済を猶予する
こと。

④雇用調整助成金も地域経済の状況を見据え延長など柔
軟に対応されたい。

⑤地方が実情に応じて活用できる感染症対応地方創生臨
時交付金の再交付を実施されたい。

静岡県への意見書
①県独自の持続化給付金の支給を幅広い産業に適用され

たい。
②県の経済変動対策貸付については、新たな融資につい

ても実行されたい。また、返済の猶予についても新型
コロナウイルスが完全に終息するまで対応されたい。

③伊豆の観光振興と活性化策については、停滞なく実施
できるよう準備されたい。

－文教厚生常任委員会－部活や幼稚園給食について
一般質問を実施

－総務経済常任委員会－事業者支援等に関する意見書を提出

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　
小
中
学
生
の
保
護
者
か
ら

は
「
小
学
校
高
学
年
と
の
合

同
の
部
活
動
は
体
力
的
に
難

し
い
の
で
は
」「
将
来
を
見

据
え
、
町
で
ひ
と
つ
の
一
貫

〔小中一貫校設立について〕 〔小中一貫校の新設を待たず、対応が必要な課題〕

回答計　242人

校
を
」
な
ど
の
意
見
が
、
ま

た
未
就
学
児
の
保
護
者
か
ら

は
「
好
き
嫌
い
を
な
く
す
た

め
に
も
幼
稚
園
を
給
食
に
し

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が

あ
り
、
９
月
定
例
会
の
一
般

質
問
で
も
取
り
上
げ
ま
し

た
。

            (

P7
・
P8
参
照)

〔幼稚園統合の検討について〕 〔現在の幼稚園や保育園に対する要望〕

回答計　158人
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酒
さか

井
い

雄
お

人
と

さん

　今回は、動物予備校アニマルキーパーズカレッジに
一期生で入学して、飼育や座学を頑張っている酒井雄
人（おと）さんを取材しました。

ひ
が
し
い
ず

議
会
だ
よ
り

令
和
３
年
10
月
20
日
発
行

【
発　

行
】

【
責
任
者
】

【
住　

所
】

東
伊
豆
町
議
会

議
長　

稲
葉
義
仁

〒
４
１
３
︱

０
４
１
１

【
編
集
】　

議
会
広
報
編
集
委
員
会

【
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
０
５
５
７
（
９
５
）
６
３
０
７

静
岡
県
賀
茂
郡
東
伊
豆
町
稲
取
３
３
５
４
番
地

議会広報編集委員会
委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

笠
井
政
明

栗
原
京
子

稲
葉
義
仁

西
塚
孝
男

藤
井
廣
明

山
田
直
志

編集後記　
「
不
安
・
不
満
・
不
備
・

不
足
・
不
自
由
・
・
・　

社
会
に
渦
巻
く
「
不
」
を

取
り
除
く
の
は
政
治
の
役

目
。
問
題
点
を
指
摘
す
る

だ
け
で
な
く
、
現
実
を
踏

ま
え
た
「
解
決
の
道
」
を
示
す

こ
と
こ
そ
必
要
」
と
の
新
聞
コ

ラ
ム
に
深
く
共
感
。

長
び
く
コ
ロ
ナ
禍
で
、
町
を

覆
う
「
不
」
の
解
消
に
向
け
て

町
民
の
声
を
受
け
と
め
、
何
が

で
き
る
の
か
、
具
体
的
か
つ
建

設
的
な
提
言
を
続
け
て
い
け
る

議
会
で
あ
り
た
い
と
感
じ
た
。

　
先
般
、
各
常
任
委
員
会
で
は

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
一

般
質
問
で
取
り
上
げ
る
な
ど
、

課
題
解
決
に
向
け
行
動
。
小

さ
な
一
歩
か
も
し
れ
な
い
が
、

「
不
」
の
解
消
へ
倦う

ま
ず
弛た

ゆ

ま

ず
着
実
に
前
進
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。

（
栗
原
）

︱
酒
井
さ
ん
は
、
ど
ち
ら
の

出
身
で
す
か
。

　
岐
阜
県
の
大
垣
市
の
隣
町

で
垂
井
町
で
す
。

︱
ア
ニ
マ
ル
キ
ー
パ
ー
ズ
カ

レ
ッ
ジ
と
の
出
会
い
は
。

高
校
３
年
生
の
夏
休
み

に
、
ｉ
Ｚ
ｏ
ｏ
（
イ
ズ
ー
）

に
来
て「
こ
こ
だ
」と
思
い
、

白
輪
社
長
に
こ
こ
で
働
か
せ

て
も
ら
え
な
い
か
と
直
談
判

し
ま
し
た
。
そ
の
時
社
長
か

ら
「
来
年
動
物
の
飼
育
の
た

め
の
学
校
を
作
る
か
ら
、
そ

こ
に
来
な
い
か
」と
誘
わ
れ
、

入
校
を
決
め
ま
し
た
。

︱
ア
ニ
マ
ル
キ
ー
パ
ー
ズ
カ

レ
ッ
ジ
で
の
生
活
は
。

アニマルキーパーズカレッジ１期生

︱
動
物
に
関
心
を
持
つ
き
っ

か
け
は
。

　
家
で
は
、
父
も
母
も
毛
の

あ
る
生
き
物
（
犬
や
猫
）
が

嫌
い
で
、
飼
う
こ
と
を
禁
止

さ
れ
て
い
ま
し
が
、
ト
カ
ゲ

や
ヘ
ビ
等
を
飼
う
こ
と
は
許

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
小
学
１
年
生

の
頃
に
は
ト
カ
ゲ
や
ヘ
ビ
を

家
で
飼
い
、
３
年
生
の
時
に

は
、
ト
カ
ゲ
の
ふ
化
に
も
成施設内で飼育している酒井さんのペット

功
し
ま
し
た
。

建
物
の
２
階
３
階
が
寮
に

な
っ
て
い
ま
す
。
授
業
は
、

朝
９
時
か
ら
飼
育
実
習
、
座

学
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
座
学

２
時
限
で
す
。
飼
育
実
習
は

施
設
内
の
動
物
へ
の
餌
や
り

・
管
理
な
ど
、
座
学
で
は
動

物
園
飼
育
経
験
者
か
ら
、
動

物
の
特
徴
や
飼
育
の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
実
践
的
な
講
義
を
受

け
て
い
ま
す
。

レ
ッ
ジ
の
印
象
は
。

飼
育
箱
や
ペ
ン
ギ
ン
の
ミ

ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
を
設
置
す
る

な
ど
動
物
に
合
わ
せ
た
環
境

を
整
え
る
実
践
的
な
授
業
内

容
で
、
動
物
の
飼
育
員
に
な

れ
る
道
だ
と
実
感
し
て
い
ま

す
。

︱
卒
業
後
の
希
望
は
。

　
も
ち
ろ
ん
、
ｉ
Ｚ
ｏ
ｏ
に

就
職
す
る
こ
と
で
す
。

︱
授
業
以
外
の
学
生
生
活

は
。

　

夕
方
か
ら
は
、
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
お

金
で
、
昔
か
ら
欲
し
か
っ
た

珍
し
い
ト
カ
ゲ
を
買
い
ま
し

た
。

　

こ
の
ト
カ
ゲ
の
飼
育
箱
も

教
わ
り
な
が
ら
作
り
、
施

設
内
で
︑
ペ
ッ
ト
と
し
て

飼
っ
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑

ふ
化
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

︱
ア
ニ
マ
ル
キ
ー
パ
ー
ズ
カ


